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わたしたちの目的
Hope&Wish 公益社団法人 難病の子どもとその家族へ夢を は、全国に約 20 万人いる難病と闘う子どもとその家族に、
私たちからの対話や交流を通じて、この活動に参加する一人ひとりが “社会との繋がり” を実感し、「夢」を持つことが
できる社会の実現に取り組んでいくことを目的としています。
病気と闘っているのは子ども本人だけでなく、親や兄弟姉妹も含め、家族全員です。
私たちは “家族” “母心” “生きる” を社会共に考え、感じあう場を創出します。

活動のようす

兄弟児もめいっぱい楽しみます はじめてのヘアサロンにわくわく いきいきと自分の足で歩きます

たくさんの人との出逢いがあります 多くの笑顔があふれます

浅草にも訪れます 原宿でお父さんと手をつないで ヘアサロンで家族全員大変身

出逢いを通してたくさんの友だちができます ご両親から “家族” についてのお話を伺います

家族全員のカリカチュア（似顔絵） 人力車で風を切って走ります

参加ご家族の声

▶▶今後の活動展開
米国にある難病の子どもとその家族を支援する非営利慈善団体「ギブ・キッズ・ザ・ワールド」
同様、ヴィレッジを建設・運営します︕
Hope&Wishヴィレッジ（YAKUWARI Village）は、365 日 24 時間、難病と闘う子どもとその家
族、そして近隣地域の方々や協力企業など、社会の誰もが交流できる場を目的としています。
人々の歓びの声が溢れる “コミュニティー” の誕生です︕

2015 年関西
2018 年関東 でのオープンを予定しています。

病気とたたかうぼくのいもうとから
学んだこと。それは “やればできる”
ということです。

（全前脳胞症・女児の兄）

欲張りな人生はやめました、
全てこの子が教えてくれたのです。
（急性リンパ性白血病・女児の母）

パークで息子が走ってました。
走る姿は何年かぶりに見ました。
夢のようでした。
（髄芽種・男児の父）

あの娘にとってたった一人の父親は私だから…
この娘をこの家族を絶対に守ると決めたんです。
（急性骨髄性白血病・女児の父）

乗り越えられる人、乗り越えられる家族
にしか神様は病気を与えません。
だから私たちは乗り越えられるのです。
（マルファン症候群・女児の母）

今、ひとりの時間があったら︖と問われても、
私は娘と、この家族と一緒にいたいです。
それが一番の幸せです。
（若年性リウマチ・女児の母）

後悔なく楽しくいきる︕
諦めるなんてもったいない︕
（先天性骨形成不全症・男児の母）

“家族”に大切なことは、お金でも地位でもなく、
ただそばにいてあげることだと解かりました。
（神経芽種・女児の父）

世間はこの子に可哀そう︖とレッテルを貼ります。
でも知って欲しいのです。この子の本物で本気の
“力”を。
（多発性海綿状血管腫・男児の父）

「すべてが、ええようになる︕」“病気”になることも
運命です。良くない出来事も、良い方向へ向かうため
の準備なのです。
（オスラーウェーバー病・女児の父）

家族で食事をしたり、お風呂に入ったり、
泣いたり、笑ったり…当たり前のことが
最高の幸せなのです。
かけがえのないものをこの子が身をもっ
て教えてくれました。
（フィラデルフィア陽性急性白血病・女児の母）

大切なものほど…
目の前にあるのです。
（急性リンパ性白血病・女児の母）

今だから言えることがあります。
今ようやく本当の意味で母親とな
り、“育児”を“育自”として、楽し
むことができるようになりました。
（全前脳胞症・女児の母）

今、この日本では。20 万人以上の子どもが毎日、難病と闘っています。
そんな毎日の中では想像できなかった家族旅行やドキドキ・ワクワクする体験を
家族が一緒に心から笑顔になれる時間を贈りたい。
そのための支援をいただきたいのです。
あなたの行動が夢を勇気となって、たくさんの家族を支え、
そしてあなた自身の心をも潤し続けるのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－日野原重明（最高顧問・医師）－

ご寄付（単発）振込用紙
ゆうちょ銀行にてご対応ください。

なおこの用紙は振込手数料がかかりません。

黒色の点線に沿ってはさみ等で
切り取り使用してください。

ミシン目に沿って切り取ってください。
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天

地

表面外側　外 5つ折り

山谷山谷

表紙11.4mm 11.4mm11.4mm11.4mm11.4mm

225mm

ご寄付のお願い

ディズニーランド・ユニバーサル・スタジオ・ジャパンのチケットを譲ってください。

難病の子どもたちに聞いてみると、約半数の子どもたちが”家族でディズニーランド（ユニバーサル・スタジオ・ジャパン）へ
行ってみたい”と言います。いつもの病室ではなく、大きな青空の下で思いっきり家族全員で、非日常の世界へ。
そのような願いを是非、あなたの力で叶えてあげてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※下記住所へお送りください。

クレジットカード

お申込み・お問い合わせ

〒104-0042　東京都中央区入船2-9-10　五條ビル3-B
TEL　03-6280-3214　FAX　03-6280-3215　Email　info@yumewo.org　

ホームページFacebookでは、最新の活動内容を紹介しています。ぜひご覧ください。

http://www.yumewo.org/
http://www.facebook.com/yumewo.org

団体概要

社　　　名　　公益社団法人 難病の子どもとその家族へ夢を
設　　　立　　2010 年 3 月　一般社団法人設立
　　　　　　　2012 年 11 月　公益社団法人認定（内閣府）
　　　　　　　米国フロリダ州非営利慈善団体「ギブ・キッズ・ザ
　　　　　　　・ワールド」認証団体
ミッション　　難病と闘う子どもとその家族との永続的な交流を基
　　　　　　　に “家族” “母心” “生きる” を社会で共に考え、感じ
　　　　　　　あう場を創出します。
　　　　　　　この活動によって、女性力の向上、少子高齢化社会
　　　　　　　対策、ダイバーシティー対策、クオリティーオブハ
　　　　　　　ピネス（QOH）の価値観の創出を促すことを目的と
　　　　　　　しています。
活 動 内 容　　難病と闘う子どもとその家族をテーマパークやヘア
　　　　　　　サロンなどにご案内する家族全員旅行の運営、難病
　　　　　　　と闘う家族（両親）との対話、難病と闘う家族と社
　　　　　　　会・企業との繋がりの場の設定、ボランティアの育
　　　　　　　成と教育、啓蒙活動のためのイベント企画運営等
アドバイザー     日野原重明　　野中郁次郎　　 細谷亮太　　ほか　
　　　　

所　在　地　　東京都中央区入船 2-9-10 五條ビル 3-B
連　絡　先　　TEL　03-6280-3214　FAX　03-6280-3215
　　　　　　　URL　http://www.yumewo.org/
　　　　　　　Email　info@yumewo.org
　　　　　　　FB　http://www.facebook.com/yumewo.org/　
　　　　　　　代表大住力 Blog　http://ameblo.jp/riki-yumewo/

聖路加国際病院理事長　 一橋大学名誉教授　　聖路加国際病院副院長

「一生の仕事が見つかるディズニーの教え」
大住力（日経 BP）
当法人代表大住力がこの活動を立ち上げるまでのバックストーリー
を書いています。

「長年勤めたディズニーランドを辞め、難病の子どもとその家族を
救う事業を始めた著者の感動的な生き方をぜひ応援してください」
　　　　　　　　　　　　- 日野原重明（聖路加国際病院理事長）

当法人は、内閣府より「公益社団法人」の認定を受けています。
当法人への寄付金は特定公益増進法人に対する寄付金の特例（法人税法施行令 77 条第 1 項第 3 号）
として、個人・法人ともに寄付控除の対象となります。

ご紹介しています多くの写真は
家族写真家・橋本和典さん撮影

http://kazufoto.com/

kazufoto
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